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岸輝雄

革新的構造材料
強く、軽く、長持ちする材料を自在に操る

戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）

研究開発計画案中間発表
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背景・国内外の状況

国民的・社会的な必要性
 安全・安心社会の構築のため、強く、軽く、熱に
耐える材料を発電等産業機器・輸送機器等へ
実装

 各種機器のエネルギー転換・利用効率向上を実
現し、省エネルギー、排出ガス削減を促進

産業競争力上の重要性
 国内の輸出産業の中で工業素材の存在
感は年々向上

 ただし、新興国の追い上げが懸念材料

 他産業の国際競争力をも牽引する取組が
必要

年

輸
出
額
比
率
(%
)

エネルギー
転換部門

(37%)

産業部門(27%)

運輸部門
(18%)
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大目標・ビジョン
技術的目標
・あらゆる耐熱材料の世界トップレベルの製品を社会実装

・特に新しい材料を使いこなす革新的構造化技術を開発

・マテリアルズ・インテグレーションで、材料開発期間を一桁短縮

社会的目標
・車体及び機体の構造重量を半減可能な材料の開発・実装、および発電機器

への耐熱材料等の適用によるエネルギー利用の効率化・省資源化・環境負荷
低減の推進

・ 新たな構造材料研究拠点・ネットワークを構築し、イノベーションのための国際
連携、人材育成も促進

産業面の目標
・材料技術を基盤に、航空機産業を育成 (次世代中小型機を中心に、材料～
部材～設計・製造のバリューチェーンを掌握)
・2030年までに研究成果も生かした部素材の出荷額を１兆円に



各課題のテーマカラーについて

5

革新的構造材料の科学技術イノベーション(俯瞰図)

熱可塑性
CFRP
熱可塑性

CFRP

社会実装

学術研究 科研費 （新学術領域研究、基盤研究等）

材料開発

材料として
の出口

材料創製

構造化
(利用技術)

未来開拓PJ

接合（ＦＳＷ）

Al，Mg，Ti
鉄鋼

熱可塑性CFRP

 基礎・基盤・要素技術

耐熱合金
樹脂・PMC
セラミックス

力学特性・寿命評価

ミクロ界面

実験 理論

計算科学

マテリアルズ・
インテグレーション
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研究開発概要(具体例)

炭素繊維・ＰＭＣ炭素繊維・ＰＭＣ

セラミックスセラミックス

耐熱合金耐熱合金

部材化 材料機能

異材接合異材接合
溶接溶接

加工・成形
ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ
加工・成形
ﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ

ミクロ界面ミクロ界面
 機体
 エンジンケース
 タービンブレード

 比強度
 耐熱性
 成形性

 シュラウド
 靱性
 コーティング
 耐熱性

 タービン
ローター

 耐熱性
 クリープ
 靱性

 構造設計
 構造化
 プロセス

 接合プロセス
 加工プロセス
 破壊プロセス
の理解

(例)

機能解析への
フィードバック

ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ
ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

結晶粒径

相平衡
相分離
相分布

変形抵抗
降伏

異相界面
異相接合

破断プロセス
亀裂発生・進展

原子結合異相界面

元素添加

結晶異方性

粒界

双晶

転位

亀裂
応力集中

応力誘起変態

物質レベルに立ち返った
材料特性の発現機構解明

先端計測先端計測

電子線
X線

中性子線

その場(動的)
観察

大型計算機

電子顕微鏡
局所構造解析

機能創成への
フィードバック

配向性

物質材料部材構造

航

空

機

等
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内閣府

文部科学省

移し替え

交付金

JST

委託

独法研究機関 企業大学

公募等公募等

研究主体は、研究内容の変化
に応じて随時入替え・追加

一元的な執行体制

PDPD
推進委員会
ＰＤ（座長）、経産省、文科省、防衛省等、
ＪＳＴ、ＮＥＤＯ、内閣府（事務局）

推進委員会
ＰＤ（座長）、経産省、文科省、防衛省等、
ＪＳＴ、ＮＥＤＯ、内閣府（事務局）

人事交流、設備共有を活発化
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マテリアルズインテグレーション

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

異
材
接
合

溶
接

耐

熱

合

金

ミ
ク
ロ
界
面

加
工
・成
型
・

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー

樹
脂•P

M
C

PD(政策参与 )

構造化材料創製(航空機等)

拠点形成・ネットワーク構築
(国際連携・ナノテク活用・人材育成)

基盤技術

材料パフォーマンスを対象
例題として設定

接
着

自己修復

先
端
計
測
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Ti合金

TiAl

Ni 基合金
金属間化合物
白金族金属

Mg Al

比
強
度

(M
Pa

/(M
g/

m
3 )

)

50

100

150

200

250

（耐熱）温度(ºC)
200 700 1200 1700

CMC

高効率

新素材

単結晶
Ni基合金
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知財管理

知的財産権の方針

○参加者間のシナジー効果の発揮等によるSIP事業の目的（研究開発の成功
と成果の事業化による国益の実現）達成を確実にするため、知的財産につい
て適切な管理を行う。

○優れた人材・機関の参加を促すためのインセンティブを確保する。

○「発明委員会」を設置し、知財管理に関わる対応を検討する。

バイドール規定の適用
○知財は原則として委託先が保有。（再委託先以下への移管については慎重
に判断。できる限り、知財活用を積極的に進める者が保有）。
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出口戦略

出口指向の研究推進
・輸送機器・産業機器等に使われる材料の研究開発を推進

 新規材料利用を促進するための周辺技術である、接合・加工・安全についても実施

 材料技術の基盤から設計・製造を含めた航空機のバリューチェーン掌握を視野に開発を推進

・研究開発段階から社会実装を最短で実現する研究開発体制と仕組みを構築
 マテリアルズ・インテグレーション構築による構造材料の社会実装の迅速化

 産-産および産-学連携による拠点・ネットワークの形成、国際連携による長期イノベーション戦
略の構築

普及のための方策
・利用される分野に応じ、標準化・規格化・安全評価手法やその認定手法の策定を
推進し、開発素材の利用を促進

・分野に応じた燃費規制、トップランナー基準等によるユーザーサイドでの適切な
導入促進を図る
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まとめ

・ 右肩上がりに強めている我が国の素材産業の国際競争力をさ
らに強化し、他産業の競争力向上を牽引する。

・ 特に、エネルギー利用の効率化を図り、国内外のCO2排出量
削減に寄与する。

・ SIPによる、
①強固な府省連携に基づき、オールジャパンで構造材料研究開
発に取り組む。

②出口を見据えた戦略的な研究開発を行い、革新的構造材料の
科学技術イノベーションの全体を完成させる。


